A virus disease of pea caused by white clover mosaic virus. by Inouye, T.
• 
White clover mosaic virusによるエンドウの
ウイルス病
井 上 忠 男
Johnson (1942)がシロツメクサのモザイク病(混合感染〉から最初に分離して報告し
た Whitec10ver mosaic virus (WCMV)については，近年圏外においてかなり数多くの
報告があり (Brandesand Quantz， 1957; Bosら.1959; Bosら， 1960; Fryら， 1960; 
Bancroftら， 1960; Prat， 1961など). 本邦でも著者ら(井上 ・井上， 1963. 1964)， 
Iizuka and Iida (1965)の報告がある. これら報告のほとんどのものはシロツメクサは
じめクロパ一類からのウイルスを取り扱ったものであるが， 1年生マメ科作物からのウイ
ルスについての報告は極めて数が少ない. わずかに， Bos， Delevie， and van der Want 
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第 2表 抗181ウイルス血清の WCMVおよびシロツメクサの野外
モザイタ病株に対する反応
血 精 希 釈 1 : 生理
抗 原
2048 食塩水8 16 32 64 128 256 512 1024 
WCMV 
WC 4-10 +骨 * * t t + 土WC 4-10B 1十 1十 * t + + 土WCMVー 東北 * * * t + 土P 181 * * '* -1+ -1+ + 土シロツメタサ野外病株
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が高ぐ，搾汁中のウイルスはかなり安定であること. 3)約4加 mμ の紐状粒子であるこ
と.4)得られた抗血清はシロツメクサから分離された WCMVと強く反応することなど


























リョクズ，さらにマメ科以外でもキュ ウリ， セイ ヨウカボチャ，ト マト， ダチュラなどの接種
葉に感染し，ダイズ， リ ョクズ以外では無病徴である.耐熱性は70~750C，希釈限度は 10-'
程度，保存限度は 10日以上である.ウイルス粒子は紐状で、長さ約 480mμ.部分精製ウイル
スをアジュパントを用いて兎に注射し，スライド法で1: 256~512 の力価を もっ抗血清を
得た.この血清はシロツメクサから分離された WCMV3株と一様に極めてよく反応した.
これら諸実験の結果から本報のウイルスは Whiteclover mosaic virusと同定された.
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D) レンゲの病徴左:病葉表面(変形葉) 中:病葉表面 (enation) 右:健全英表面
E) ウイルス粒子の電子顕微鏡写真(Dip法による試料〕線の長さは1μ
